
エンジン オイルの点検

1. オイル レベル ゲージを抜いて、汚れの点検お
よびオイル量が上限（A）から下限（B）の間
にあることを確認する。 

一度ウエスなどでふいた後、ゲージを
差込み点検する。 

2. オイル量が下限に近い場合は、上限まで補充
する。 

• 点検はエンジン始動前か、エンジンを止めて
から少なくとも3分以上経過してから行うこ
と。 

• エンジンを停止させた状態で水平の場所で行
うこと。 

• 変質して故障の原因になるため、銘柄
やグレードの違うオイルを混用した
り、低品質のオイルを使用しないこ
と。 

• オイル量が減っている場合は、必ずオ
イル漏れの点検を行うこと。 
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